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府中町家庭教育支援チーム「くすのき」

代表 米田 珠美
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面積：10.41k㎡

人口：52,980人

Ⅰ はじめに
１.府中町の概要

比較的若い人が多い町

年齢別人口：
0-14歳 7,280人（13.7％）

15-64歳 32,159人（60.8％）

65歳- 13,024人（24.6％）

令和４年5月1日現在
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歴民

安芸府中生涯学習ｾﾝﾀｰ
くすのきプラザ（図書館）

11施設

●小学校・・・・・・・・・・５校

●中学校 ・・・・・・・・・ ２校

●(県立高等学校 ・・・ １校)

●公民館 ・・・・・・・・・ ２館

●歴史民俗資料館・・１館

●生涯学習センター

（図書館）・・・・・・・ １館

2. 主な教育施設



Fuchu Town Board of Education

１６4

府中町家庭教育支援チーム『 』

平成26年4月

文部科学省へ登録

Ⅱ について

Fuchu Town Board of Education

「親の力」をまなぶ学習プログラム
を実施するファシリテーターのグループ

府中町家庭教育支援チーム

「くすのき」

平成27年度 広島県教育奨励賞受賞

1. 成り立ち

令和元年度 文部科学大臣賞 受賞
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2. 組織編成

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
158

名

5名

・府中町主任児童委員

・社会教育委員

・公民館運営審議員

・元中学校教師
（特別支援学級担当）

・人権擁護委員

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー



・内容 子育てで困ったことなど、日常のエピソードをもとに
参加者が話しあい、お互いの不安や悩みに共感しな
がら、自らの子育てを振り返ることのできるプログラム

・特徴 ・ だれでも使える教材（広島県が開発）
・１グループは５～６名単位
・参加型の講座
・講座の進行役はファシリテーター
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【親プロとは？】

①『親プロ』班

◆「親プロ」を活用した出前講座
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（内訳）

・教育委員 ・社会教育委員

・民生委員・児童委員

・学校支援地域本部コーディネーター

・子育て支援センター保育士

・放課後子ども教室ボランティア

・ＰＴＡ本部役員

・自主サークル会員

・行政職員

・一般(公募)

・その他(県・他市町職員)

【令和3年度現在】・ファシリテーター養成総数 158名
・ファシリテーター養成目標 110名

年度別養成人数

◆ファシリテーター(進行役)の養成
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・実施回数、受講者数 82回 1,728名
65回 1,428名

・実施場所
保育園 27回
幼稚園 3回
小学校 15回
中学校 5回
高等学校 16回
放課後子供教室 3回
公民館 3回
子育て支援センター 4回
子育てサークル 4回
その他 2回

年度別実施回数

【平成29年度実績】

【平成29年度実績】

【平成30年度実績】

◆講座実施機関の開拓
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☆単発で行うケース

☆継続的に行うケース
毎月のお誕生会参観に訪れた保護者対象

・０歳～２歳児、年少～年長の２クラスに分かれて行う

・参観 『親プロ』 子供と一緒に
お誕生給食をいただく

◆「親プロ」特徴的な実施例

実施例①保育園
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実施例②小学校

調理実習後、会食しながら
食育教材の親プロを実施

対象 ： 小学校の保護者

参観後に
実施

児童は
図書室で託児
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実施例③中学校 実施例④高等学校

中学校区を３ケ所に分けて、
地域交流会として実施
対象：中学生の保護者・教職員・

民生児童委員・町内会長等

他市の高等学校の1先生280人
（７クラス)をクラス別に実施
対象：高校1年生

11
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実施例⑤託児つき連続講座

家庭教育支援講座

「子育て♪にこにこクラブ」
3回連続講座

対象 ： 未就園児と保護者
場所 ： 公民館

家庭教育支援講座

「イクメンにこにこ広場」
4回連続講座

対象 ： 未就園児とその父親他
場所 ： 公民館
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②『託児』班

『ネウボラふちゅう』子育て支援
『９か月児のびのび赤ちゃん広場』
における付き添い児童の託児

『ネウボラふちゅう』子育て支援
『９か月児のびのび赤ちゃん広場』
における付き添い児童の託児

「親プロ」講座を行う時や、
家庭教育支援に係る講演会や
イベント等の託児サービス

「親プロ」講座を行う時や、
家庭教育支援に係る講演会や
イベント等の託児サービス

13



Fuchu Town Board of Education

14

安芸府中生涯学習ｾﾝﾀｰ
くすのきプラザ（図書館）

●ネウボラふちゅう・・・ ２箇所

福祉保健部子育て支援課

こども家庭係(役場2階)

福祉保健部子育て支援課

母子保健係(福寿館内)

●府中南交流センター

１階集会所 行政出張所

２階児童センターバンビーズ

●府中北交流センター

１階集会所

２階児童センターハッピーズ

『ネウボラふちゅう』
関連施設

福寿館 1階

（ネウボラふちゅう）

（9ヵ月健診関連施設）

府中町役場 2階

（ネウボラふちゅう）

北交流センター

（9ヵ月健診会場）

南交流センター

（9ヵ月健診会場）
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③『しゃべり場』班
児童センター「バンビーズ」
対象 :未収園児の親子

ヨガ体験＆しゃべり場
コミュニティースクールにて
対象 ： 小学生の保護者

未就学児の保護者
地域の人

15
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④『訪 問』班

マツダ財団助成金による
不登校支援の講演会

不登校支援カフェ
（月に1回）



関心を持ってもらうために、広島東洋カープ
の協力を得て、カープ坊ややスライリー入り
『乳幼児期』『学童期』『思春期』の3タイプ
裏面には家庭教育支援チームの
連絡先を記載。

1月より生後9か月健診で『乳幼児期』シート

を配布開始。『学童期』『思春期』は小中学校
入学式で新入生の保護者に配布予定。

Fuchu Town Board of Education

17

④『訪 問』班

社会教育委員からの提言

府中町のキャラクター『つばき坊や』と『カープ坊や』が
コラボした『家庭教育あり方』マグネットシートを作成
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⑤『広 報』班

パンフレット

イベントチラシ

工作集・レシピ集
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3. 家庭教育支援のイメージ図

第一層
(関心が高い保護者)

第二層
(関心が中間的な保護者)

第三層
(関心が低い保護者)

高

低

家
庭
教
育
へ
の
関
心

支援者として

府中町
家庭教育支援チーム

『くすのき』

移
行

移
行

ファシリテーター養成講座

家庭と地域の繋がりの場
(ヨガしゃべり場：子育て相談)
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4.地域課題を踏まえた教材の開発
教材1 イヤイヤエーン！エーン!!

（０～２歳の親を対象）
教材2 鬼は外～福は内!?

（３～６歳の親を対象）

教材3 はやく、宿題やりなさ～い!!
（小学校１～３年生の親を対象）

教材4 寛太くんは青春真っただ中!?
（小学校高学年～中学生の親を対象）

教材5 ただ今 ゲームに夢中!!
（小学校４～６年生の親を対象）

教材6 朝ごはんを食べよう！・・・レベル1と2
（未就学児の親を対象）

教材7 「寝る子は育つ」ってホント!?
（未就学児の親を対象）

教材8 スマホに子守りをさせてませんか!?
（未就学児の親を対象）

教材9 「遊ぶ」ってどんなこと？
（未就学児の親を対象）

親コミ 「ちゃんとしてね！」で伝わってる？
（未就学児の親を対象）
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◇企業の助成事業
コーディネーター・
ファシリテーターは

無償

5.予算について

◇各種助成金

◇研修会講師等謝金等
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・マツダ財団助成金

平成２９年度・・・４０万円
平成３０年度・・・２４万円
平成３１年度・・・２０万円

・イオングループ

イエローレシート

キャンペーンへ登録

・・・毎年約３万円

「くすのき」
コーディネーター
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◇本当に支援が必要な人に支援の情報等が届く方策
（福祉保健部や学校との連携など）

◇家庭教育支援チームの組織編成

◇『親プロ』の持続可能な方策

◇切れ目のない家庭教育支援の充実

23

6.チームの課題と今後の展望


